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働
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●ＩＭＦ（国際金属労連）
書記次長

鎌田 普 かまだ・ひろし

７２年ＩＭＦ－ＪＣに入局。調
査局で国際金属労組の賃金・
労働条件比較を担当。７５年Ｉ
ＭＦ本部へ派遣。特別企画部
長をはじめ、自動車、航空宇
宙、電機電子、事務技術職な
ど各種産業担当部長を歴任。
９５年ＩＭＦシニア・エグゼク
ティブ・オフィサー（ＳＥＯ）
に就任し、地域組織機構、地
域事務所、財政、人事、総務
を担当。０５年６月にＩＭＦ書
記次長に就任（現）。

は
じ
め
に

去
る
10
月
１
│
２
日
に
か
け
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
首

都
ミ
ン
ス
ク
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
│

Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
独
立
国
家
共
同

体
）
小
地
域
会
議
が
開
か
れ
た
。
ち
な
み
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ

│
Ｃ
Ｉ
Ｓ
小
地
域
は
、
現
在
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
モ
ル
ド
バ
４
カ
国
、
16
組
合
か
ら
成

っ
て
い
る
。
議
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
主
た
る

も
の
は
、
組
織
強
化
、
反
不
安
定
雇
用
国
際
行
動
デ

ー
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
お
け
る
独
立
し
た
組
合
運
動
、

不
正
な
企
業
の
の
っ
と
り
と
組
合
へ
の
影
響
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
新
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
独
裁
国
家
と
い
わ
れ
て

い
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
に
お
け
る
労
働
運
動
の
動

向
を
見
て
み
た
い
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
政
治

状
況
性

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
、
１
９
９

４
年
大
統
領
に
選
出
さ
れ
、
２
０
０
１
年
、
２
０
０

６
年
に
再
選
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
０
１
年
以
降
の

全
て
の
選
挙
は
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
の
権
力
強

化
の
た
め
に
不
正
に
行
わ
れ
た
と
の
見
方
が
大
半
を

占
め
る
。
１
９
９
５
年
以
降
大
統
領
は
、
次
々
と
政

令
（
※
注
１
）
を
公
布
し
、
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
を

鎮
圧
し
、
反
対
勢
力
を
抑
圧
し
、
ソ
連
型
の
「
命
令

経
済
」
を
も
っ
て
国
を
統
治
し
て
い
る
。
本
年
９
月

末
に
行
わ
れ
た
下
院
選
挙
で
は
、
反
大
統
領
派
70
人

が
立
候
補
し
た
も
の
の
、
大
統
領
派
が
全
選
挙
区
で

当
選
、
野
党
の
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
。
今
回

の
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
政
選
挙
の
監
視
を
行
っ
た
欧
州
安

全
保
障
・
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
は
、
今
回
の
選

挙
で
は
「
わ
ず
か
な
改
善
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
結

果
的
に
は
、
民
主
的
な
選
挙
に
関
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の

基
準
を
満
た
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
結
論
付
け

て
い
る
。独

立
労
働
組
合
弾
圧

の
開
始

１
９
９
５
年
８
月
ベ
ラ
ル
ー
シ
南
東
部
の
ゴ
ム
イ

ェ
ル
市
で
５
０
０
人
に
の
ぼ
る
バ
ス
運
転
手
が
遅
配

賃
金
の
支
払
い
と
賃
上
げ
を
求
め
て
バ
ス
の
運
転
を

拒
否
。
首
都
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
地
下
鉄
労
働
者
が
遅

配
賃
金
の
支
払
い
を
求
め
て
ス
ト
決
議
を
行
っ
た
。

結
果
、
ゴ
ム
イ
ェ
ル
で
は
、
ス
ト
中
の
６
人
が
即
刻

（注１）1995年8月21日に公布された｢大統領令336号｣は、｢安定
と治安を保障する手段｣としており、事実上ストライキ権が
停止された。

（注２）英語での正式名称は、Trade Union of Workers of Radio 
Electronic, Automobile, Machinery, Metalworking 
Industries and Other Branches of the National 
Economy。2005年5月に法務省から承認を受けている。

（注３）ロシア、ベラルーシ、ウクライナ、モルドバ、アゼルバイ
ジャン、キルギスタン各国の自動車・農機具労組は、「CIS
自動車・農機具労組国際協議会」なる連帯組織を立ち上げ、
年次会議を開くなど緊密なる連携をとっているが、この協
議会は、IMFのベラルーシAAM除名を不当とし、AAMの再
加盟を求めている。10月1－2日に開かれたIMF-CIS小地域
会議でもこの問題について白熱した議論が戦わされた。ち
なみにロシアならびにウクライナの自動車・農機産業労組
は、IMFの加盟組合である。

解
雇
さ
れ
、
ミ
ン
ス
ク
で
は
、
特
別
警
察
が
、
ス
ト

中
の
労
働
者
を
拘
束
し
た
。
地
下
鉄
労
組
委
員
長
は
、

15
日
間
、
他
の
組
合
リ
ー
ダ
ー
は
、
10
日
間
収
監
さ

れ
た
。Ｉ

Ｌ
Ｏ
へ
の
提
訴

ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府
当
局
に
よ
る
独
立
労
働
組
合
弾

圧
は
、
１
９
９
５
年
、「
結
社
の
自
由
委
員
会
」
に

提
訴
さ
れ
、
翌
年
同
委
員
会
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府

に
対
し
、「
反
組
合
的
な
法
律
を
改
正
し
、
合
法
的

な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
警
察
を
使
っ
て
解
散
さ
せ
、
ま
た

組
合
運
動
家
を
投
獄
す
る
よ
う
な
こ
と
を
控
え
、
同

時
に
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
を
復
職
さ
せ
る
」
こ
と
を

要
求
し
た
。

政
府
聞
く
耳
を
持
た
ず

２
０
０
３
年
９
月
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
民
主
労
組
会
議

（
Ｂ
Ｋ
Ｄ
Ｐ
）
委
員
長
が
同
国
の
独
立
航
空
管
制
官
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Ｉ
Ｍ
Ｆ
│
Ｃ
Ｉ
Ｓ
小
地
域
会
議
で
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
労
度
運
動

に
つ
い
て
説
明
す
る
ブ
ク
ホ
ス
タ
ウ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
双
頭
委
員

長
。
左
隣
は
、
フ
ェ
デ
ィ
ニ
ッ
ク
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
双
頭
委
員
長
。

ミ
ク
ロ
レ
ヨ
ン
（
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
ミ
ン
ス
ク

市
郊
外
に
位
置
す
る
ア
パ
ー
ト
群
の
一
角
。

労
組
の
解
散
を
決
定
し
た
裁
判
所
判
定
を
批
判
し
た

記
事
を
発
行
し
た
か
ど
で
逮
捕
さ
れ
、
10
日
間
拘
留

さ
れ
た
。
こ
の
逮
捕
は
、
な
ん
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
代
表
団
が

結
社
の
自
由
委
員
会
の
勧
告
を
実
施
を
討
議
す
る
た

め
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
問
し
た
１
週
間
後
に
行
わ
れ

た
。
以
降
も
弾
圧
は
続
い
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
に
関
す
る

Ｉ
Ｌ
Ｏ
調
査
委
員
会

上
記
の
よ
う
な
展
開
を
背
景
に
、
２
０
０
３
年
11

月
開
催
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
調

査
委
員
会
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
及
び
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行

わ
れ
た
聞
き
取
り
調
査
結
果
を
２
０
０
４
年
に
報
告

書
と
し
て
纏
め
た
が
、
そ
の
報
告
書
の
中
で
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
政
府
に
よ
る
数
々
の
行
為
は
、
同
国
の
労
働

組
合
運
動
が
、
政
府
当
局
に
よ
り
重
大
な
妨
害
の
対

象
に
さ
れ
続
け
て
い
る
、
と
結
論
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
同
委
員
会
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
労
働
組
合
連
盟

（
Ｆ
Ｐ
Ｂ
）
が
政
府
に
服
従
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
指
摘
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
会
は
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
労
働
組
合
権
に
つ
い
て
４
回
の
検
討
を
行
い
、

そ
の
都
度
２
０
０
４
年
の
調
査
委
員
会
勧
告
と
２
０

０
７
年
６
月
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
代
表
団
の
勧
告
を
実
施
す
る

対
策
を
と
る
よ
う
ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府
に
要
求
し
て
い

る
が
、
状
況
は
好
転
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、
２
０
０
７
年
６
月

ベ
ラ
ル
ー
シ
を
特
恵
関
税
対
象
国
か
ら
除
外
し
た
。

Ａ
Ａ
Ｍ
除
名
と
Ｒ
Ｅ

Ｐ
Ａ
Ｍ
加
盟
Ｉ
Ｌ

Ｏ
調
査
委
員
会

の
コ
ン
タ
ク
ト
を
中
断
す
る
決
定
を
行
う
と
共
に

Ｇ
Ｕ
Ｆ
を
は
じ
め
全
組
織
に
同
一
行
動
を
取
る
よ

う
要
請
し
た
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
呼
び
か
け
を

受
け
、
２
０
０
５
年
５
月
開
催
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委

員
会
は
、
自
動
車
・
農
機
産
業
労
組
（
Ａ
Ａ
Ｍ
）

の
除
名
と
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
の
新
規
加
盟
を
決
定
し
た
。

結
び

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
の
組
織
人
員
は
、
現
在
１
６
０
０
人
。

政
府
の
弾
圧
が
続
く
中
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な

ら
び
に
い
く
つ
か
の
加
盟
組
合
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
非
常
に
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
活
動
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
一
方
ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
調

査
委
員
会
な
ら
び
に
理
事
会
か
ら
の
度
重
な
る
勧
告

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
法
の
改
正
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
を
含
め
独
立
し
た
組
合
へ
の
弾
圧

の
手
も
緩
め
て
い
な
い
。
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
に
関
し
て
い

え
ば
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
加
盟
組
合
の
サ
ポ
ー
ト
は
重
要
で

あ
る
が
、
な
か
で
も
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
の

連
帯
支
援
は
肝
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ａ

Ｍ
除
名
、
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
加
盟
に
不
満
を
抱
い
て
い
る

グ
ル
ー
プ
（
※
注
３
）
も
あ
り
、
真
に
政
府
、
使
用

者
か
ら
独
立
し
た
民
主
的
労
働
運
動
が
根
付
い
て
い

る
と
は
言
い
難
い
面
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と

は
、
ソ
連
邦
解
体
後
も
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
中
に
旧
態
依
然
と

し
た
組
合
と
そ
の
指
導
部
が
今
も
っ
て
存
続
し
て
い

る
こ
と
の
証
で
も
あ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
地
域
で
の
労
働
組

合
運
動
の
特
殊
性
と
も
言
え
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
は
、

従
前
の
通
り
、
教
育
活
動
支
援
な
ど
を
も
っ
て
今
後

と
も
こ
の
地
域
で
の
民
主
的
労
働
運
動
発
展
の
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
08
年
10
月
10
日
、C

arouge

に
て
記
）

２
０
０
３
年
３
月
、
ミ
ン
ス
ク
で
開
か
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
で
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
は
、
当
時
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
で
あ
る
自
動
車
・
農
機
産
業
労
組

（
Ａ
Ａ
Ｍ
）
な
ら
び
に
ラ
ジ
オ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
労
組
（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
の
指
導
部
を
排
除
す
る
た
め

に
出
来
う
る
限
り
の
措
置
を
と
る
よ
う
ベ
ラ
ル
ー

シ
国
産
業
大
臣
に
公
然
と
命
令
を
下
し
た
。
こ
の

命
令
を
契
機
に
、
政
府
当
局
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
２

組
合
と
そ
の
加
盟
組
合
員
に
対
す
る
脅
迫
行
為
を

強
化
し
、
そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
支
部
組
合
が

脱
退
す
る
な
ど
組
織
人
員
は
減
少
し
た
。
同
時
に

政
府
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
産
業
連
合
（
Ｂ
Ｉ
Ａ
）
と

呼
ば
れ
る
御
用
組
合
を
立
ち
上
げ
、
政
府
の
圧
力

に
屈
し
た
支
部
組
合
の
い
く
つ
か
は
、
Ａ
Ａ
Ｍ
、

Ｒ
Ｅ
Ｉ
を
離
れ
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
に
加
盟
し
た
。
２
０
０

３
年
12
月
Ａ
Ａ
Ｍ
大
会
が
開
か
れ
た
が
、
出
席
代

議
員
は
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
の
で
は
な
く
選
抜

さ
れ
、
委
員
長
選
挙
は
、
組
合
規
約
に
従
え
ば
秘

密
投
票
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
実
際
に
は
公
開
投
票
で
行
わ
れ
、
ブ
ク
ホ
ス

タ
ウ
委
員
長
は
解
任
さ
れ
、
執
行
部
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｕ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
委
員
長
を
解
任
さ
れ
た
ブ
ク
ホ
ス
タ
ウ
は
、

50
人
の
同
志
と
共
に
新
し
い
組
合
の
結
成
を
決
意

し
た
が
、
そ
れ
に
Ｒ
Ｅ
Ｉ
も
加
わ
り
、「
ラ
ジ
オ-

エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
自
動
車
、
機
械
金
属
産
業
労

組
（
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）（
※
注
２
）」
が
結
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

一
方
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
に
お
い

て
ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府
当
局
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
労
働

組
合
連
盟
（
Ｆ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
）
に
強
制
介
入
し
、
政
府

傀
儡
指
導
部
を
作
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ｕ
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
と
そ
の
加
盟
組
合
と
の
一
切


